
　第51回北信越フットボールリーグ（HFL）開催にあたり一言ご挨拶申し上げます。
　まずは2024年の能登半島地震と豪雨災害および2025年の豪雪による自然災害で犠
牲になられた方々へ哀悼の意を表しますと共に被災された方々へ謹んでお見舞い申し
上げます。現在も不自由な生活を余儀なくされている状況下ではありますが、被災地
の一日も早い復旧と復興を切に願っております。
　サッカーファミリー復興支援への募金等につきまして引き続きご理解とご協力をお
願いいたします。

　日本男子代表（SAMURAI BLUE）はFIFA World Cup 2026（アメリカ・カナダ・
メキシコ共催）アジア最終予選期間中ではありますが、アジア無敵の盤石な戦い方に
誇らしさすら感じずにはいられません。また、今年２月にアメリカで開催されたニル
ス・ニールセン新監督率いる日本女子代表（なでしこジャパン）のSheBelieves Cup
初優勝は日本女子サッカー界の未来への展望を予感させてくれました。
　さらに、Ｊリーグ加盟北信越５クラブには北陸・信州ダービー等で地域の皆さまに
「夢への勇気を」を届けていただきました。特に、カターレ富山がＪ２リーグ復帰昇
格を成し遂げたことや富山市街地での新スタジアム建設構想にも期待したいと思いま
す。

　一方、昨年10月にはHFL50周年記念事業が金沢ゴーゴーカレースタジアムをメイン
会場として盛大に開催されました。50周年大会実行委員会やご協力いただいた関係者
の方々に感謝申し上げます。
　また、第60回全国社会人サッカー選手権ではJAPANサッカーカレッジが初優勝と
なる快挙を成し遂げました。当連盟からも北信越社会人サッカーの発展に貢献された
功績を称え特別賞を贈呈しました。全国地域サッカーチャンピオンズリーグ2024には
HFL１部で全勝優勝を果たした福井ユナイテッドFCとJAPANサッカーカレッジの２
チームが出場しました。私はLIVE配信での視聴応援となりましたが残念ながら悲願
達成とはなりませんでした。この悔しい経験を共有しJFL昇格への挑戦を続けて欲し
いと思っています。
　日本サッカー界は「世界トップ水準のフットボール」を標榜し、インテンシティの
高いプレーでアクチュアルプレーイングタイムを伸ばす目標を掲げています。今年は
当連盟としても秋春制シーズン移行に向けてのカレンダー見直しや各種競技会改革を
断行するには良いチャンスであると捉えています。

　結びとなりますが、ご協賛スポンサー様やパートナー企業様をはじめ（一社）北信越
サッカー協会・各県サッカー協会ならびに各県社会人サッカー連盟の皆さまには、当
連盟の事業に対して格別のご理解とご協力を賜り、この場をお借りして厚く御礼申し
上げます。

北信越社会人サッカー連盟　　　　

会　長　 谷　　 邦 男
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2024年、北信越地域においては大変甚大な災害に見舞われることとなりました。１月

１日に発生した「令和６年能登半島地震」、そして９月の「能登半島豪雨」により、

いまだに多くの方々が生活に不安を感じられており、被災地の一日も早い復旧と復興

を切に願っております。

昨シーズンは、１部リーグにおいて福井ユナイッテドFCが全勝優勝を果たし、その

後の全国地域サッカーチャンピオンズリーグにおいても決勝ラウンドまで進み、悲願

のJFL昇格まであと一歩というところまでの素晴らしい戦いを繰り広げてくれまし

た。また、全国社会人サッカー大会においては、JAPANサッカーカレッジが全国優

勝を果たし、全国に北信越フットボールリーグの力を示してくれました。

また、2024年は北信越フットボールリーグが50周年という大きな節目を迎え、金沢

市内において10月５日に記念事業、記念式典を開催させて頂きました。一般社団法人

全国社会人サッカー連盟の片岡会長はじめ、全国から多数のサッカー関係者の方々に

ご臨席を賜り、記念試合においても多くのサポーターや子供たち、リーグ関係者にお

集まりいただき、盛大なイベントが開催できたことを大変感謝申し上げます。誠にあ

りがとうございました。

2025年は新たな半世紀の始まりとなる第51回大会を迎えます。北信越フットボール

リーグのこれまでを振り返るとともに、これからより一層北信越地域における元気や

夢が想像できるような地域リーグであることをお伝えするため、わかりやすいメッ

セージの発信を意識し、キャッチフレーズを「サッカーには未来をつくりだす力があ

る」としました。また、ポスターやパンフレットのイラストにも同様のメッセージを

込めておりますので、これからの強い想いを感じていただければと思います。

結びになりますが、サポーターやスポンサー企業の皆さまはじめ、各県社会人サッ

カー連盟および審判委員会の皆さまには、今年も北信越フットボールリーグに対しま

して、ご支援とご協力をお願い申し上げます。

北信越フットボールリーグ

実行委員長 油 谷　秀 隆
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